
■ 概 要 ： 災害協定を締結している建設業協会会員が、災害発⽣時に災害対策⽤機械の操作を円滑に⾏える
よう、静岡国道事務所・静岡河川事務所の合同で、操作訓練を実施しています。
この訓練は、梅⾬・台⾵シーズン前の春と秋⾬前の秋の年２回実施しており、訓練参加者は災害
対策⽤機械の操作を⾏い、現場技術⼒の向上を図りました。

■ 訓練参加者： １３１名（建設業協会会員 ８６⼈、地⽅⾃治体職員８⼈、国交省職員３７⼈）

減災や早期復旧に備え 災害対策⽤機械の操作⽅法を学ぶ！
◆開催内容 ：①災害対策⽤機械（照明⾞・排⽔ポンプ⾞）の操作訓練

②災害対策本部⾞・衛星通信⾞等の概要説明
◆⽇ 時 ：平成29年5⽉31⽇（⽔） 13:30〜16:30
◆開催場所 ：安倍川左岸河川敷（静岡市葵区与⼀５丁⽬）

職員が、衛星通信⾞の説明を⾏う。実際に、照明⾞の操作を⾏う。
（写真は、クレーン操作）

実際に、排⽔作業を⾏う。
（写真は、ポンプの設置）職員が、排⽔ポンプ⾞の操作説明を⾏う。


